
青少年活動・青少年育成　研修交流事業
「ゆめっとフォーラム２０１8」実施報告

　ゆめっとフォーラム2018は、京都府内で活動する青少年団体及び青少年育成団体に幅広く呼びかけ、

団体の中堅、若手職員、リーダーが一同に会し、普段の活動では出会えない異業種の団体と交流し、新

たなネットワークを広げることで、地域活動の活性化、参加青年の資質向上とスキルアップを図ることを

目的として、平成30年3月19日（月）13時30分から18時まで、京都市下京青少年活動センターにおいて

開催しました。京都青少年ゆめネットワークの加盟団体のほか、一般参加者を加えて、多様な世代の参

加を得ることができました。

　講師には、株式会社ホールアース自然学校執行役員の田中啓介さんをお呼びして実施しました。

　講師の巧みな進行により、参加者は、コミュニケーションのあり方、信頼関係の築くためのポイント、ＫＰ

法の基本的な進め方を学ぶことができました。

　ＫＰ法とは、紙芝居（Ｋ）プレゼンテーション（Ｐ）のことで、キーワードやイラストなどを書いた紙をホワイ

トボードなどにマグネットで貼りながら、比較的少人数（５〜３０人程度）を対象に行うプレゼンテーションの

手法のひとつです。

　講師の田中さんは、自己紹介からコミュニケーションのあり方、信頼関係の築くためのポイントを、ＫＰ

法を使って説明され、参加者がＫＰ法の基本を理解した後、プレゼン発表することで、ＫＰ法の基本的な

進め方を学ぶことができました。

　参加人員は、学生3人、社会人10人、計13人と少数でしたが、普段交流できない他団体の人との出会

い、交流を深められ、ネットワークを広げることができました。

　今回は、公益財団法人　青少年野外活動総合センター（友愛の丘）が、特定非営利活動法人

京都海外協力協会（KOCA）を取材しました。

・ 取材した人 （公財）青少年野外活動総合センター 友愛の丘

第一公益課　柿本 浩孝さん

・ 取材を受けた人　 （特非）京都海外協力協会（KOCA）会長　坂根 均さん

　京都海外協力協会（略称「KOCA」）は、京都府在住の国際協力ボランティア事業の参加経験者を中

心に構成されている団体。

　KOCAの一番メインの活動としては、毎月１日に行っているメンバーが集まる月例会。その他、青年海

外協力隊に参加されたい方への説明会や青年海外協力隊に派遣される方の壮行会・帰国された方の

歓迎会、帰国報告会などを主に行っておられます。また、帰国報告会についてはKOCAの方に限らずど

なたでも参加可能ということです。

　主な活動以内にも今年度に行われた活動として、毎年恒例という京都府立大学とのコラボレーション

で行われている竹炭作りや、京都市国際交流会館での「kokokaオープンデイ2017」などのイベントでの

資料配布や実際の写真掲示、各国の国旗シールを世界地図に正しく貼るプログラムを通して青年海外

協力隊やJICAボランティアについて理解していただけるブースの出展。また、青年海外協力隊事業50

周年記念映画「クロスロード」の上映会を12月に行われ、80名以上の方の参加があり一般の方の参加も

多数見られたという事です。

　KOCAとして自慢できる事に関しては、坂根氏いわく自慢できるかはわからないが、ユニークなメンバー

の方がたくさん集まられている事との事でした。

　現在の課題や困っている事に関しては、マンネリ化や役員の世代交代が進んでいない、資金繰りなどと

いう事でしたが、特別困っているというほどではないとの事です。

　KOCAとして今後他団体と連携していきたい事に関しては、相方にとってメリットがある事は協力してい

きたいとの事でしたが、そのキッカケがあまりないとのお話でした。また、メンバーとしては各々に専門分

野があり、人材としては豊富ではあるものの常に全員のメンバーが協力できるわけではなく、強制も出来

ないので団体として連携をとっていくとなると安請け合いはできないとのお話でした。
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地域の若者スポットライト事業


